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別紙

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
副市長　　　　あいさつ

議案第４号

委員長　　　　本委員会に付託された議案第４号平成24年度長久手市公共下水道事業特別会計予算についてを議題とする。議案第４号について執行部の説明を求める。
下水道課長　　議案第４号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第４号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　予算書371ページ、水の安全・安心基盤整備総合交付金だが、従前からあったのか。
下水道課長　　昨年度から社会資本整備総合交付金から、水の安全・安心基盤整備総合交付金に名称が変わった。
浅井委員　　　予算書371ページ、下水道使用料滞納繰越分490万円だが、下水道使用料の約１％であるが多くないか。

下水道課長　　平成23年度は450万円だったが、区域が広がることで対象者も多くなり５人増を見込んで490万円とした。
浅井委員　　　大幅に下水道対象区域が拡大したが、順調に供用開始しているか。
下水道課長　　今年度は、大きなところで丁子田団地を供用開始した。去年の５月からの供用開始でかなりの人が下水道に接続してもらっている。他の地域よりも切り替えが早い。
委員長　　　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。

ないので、次に賛成討論を行う。

　　　　ないので、採決を行う。議案第４号平成24年度長久手市公共下水道

事業特別会計予算について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第４号については原案のとおり可決することに決した。

議案第５号

委員長　　　　次に議案第５号平成24年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計予算についてを議題とする。議案第５号について執行部の説明を求める。

下水道課長　　議案第５号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第５号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
川合委員　　　熊張苑が老朽化している。今の維持管理費で将来的に大丈夫なのか。
下水道課長　　確かに熊張苑は老朽化しているが、点検する中で、順次修繕を行ってきている。将来的にも大丈夫である。
川合委員　　　熊張苑の建替え計画はあるか。
下水道課長　　下水道事業と併せての検討事項であるが、熊張苑、前熊苑共に建替え計画はない。
委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第５号平成24年度長久手市農村集落家

庭排水施設特別会計予算について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第５号については原案のとおり可決することに決した。

議案第12号

委員長　　　　次に議案第12号平成23年度長久手市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とする。議案第12号について執行部の説明を求める。

下水道課長　　議案第12号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第12号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　予算書13ページ、下水道事業費の減額が多いが工事が遅れている理由と今後の見通しはどうか。
下水道課長　　工事は遅れておらず計画通り進んでいる。契約の請負残での減額である。
委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第12号平成23年度長久手市公共下水道

事業特別会計補正予算（第２号）について原案に賛成の委員の挙手を求

める。

挙手全員である。よって議案第12号については原案のとおり可決することに決した。

議案第13号

委員長　　　　次に議案第13号平成23年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）についてを議題とする。議案第13号について執行部の説明を求める。

下水道課長　　議案第13号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第13号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　予算書11ページ、補償金を使わなかった理由な何か。
下水道課長　　工事を行う際に、水道やガスの支障移転が出てくるので、予め補償金の予算を組んでいた。しかし、実際現場に入ったときに、支障移転がなかったので補償金を使わずに済んだ。
水野とみ子委員　予算書９ページ、熊張苑受益者分担金126万4,000円減額している。下水道管の口径が20ｍｍから13ｍｍに変更があったためとのことだが、希望で口径13mmに変更できるのか。

下水道課長　　通常下水道管は13mmで付けることが多い。ただ、水をよく使用する等事情によって、大きい口径を使用する場合がある。受益者分担金は口径によって金額が決まっており、当初は口径が20mmだったので、その額で見込んでいたが、口径13mmに小さくしたので、見込みよりも減額となった。
浅井委員　　　一般の公共下水道は受益者負担金単価は㎡当たりとなっている。熊張苑の受益者分担金単価は口径ごとか。
下水道課長　　公共下水道の受益者負担金単価は㎡当たり830円、農村集落家庭排水の受益者分担金単価は１口当たりとなっている。口径20mmで62万3,200円、口径13mmで26万2,000円で、口径ごとに受益者分担金単価が違う。
委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第13号平成23年度長久手市農村集落家

庭排水施設特別会計補正予算（第１号）について原案に賛成の委員の挙
手を求める。

挙手全員である。よって議案第13号については原案のとおり可決することに決した。

議案第31号

委員長　　　　次に議案第31号愛知中部水道企業団規約の一部を変更する規約についてを議題とする。議案第31号について執行部の説明を求める。

下水道課長　　議案第31号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第31号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　料金体系はどのように変わるのか。過去の未納分の徴収はどこが行うのか。
下水道課長　　委託料は276円／件である。新たな業務を愛知中部水道企業団に委託するが、金額は据え置きである。平成24年10月１日からの施行なので、それまでの未納分は下水道課で対応する。
浅井委員　　　催告状を何回まで出すか決まりはあるのか。
下水道課長　　そのような取り決めはない。ただ、これまでは、愛知中部水道企業団が当初の納付書、次の督促状の発送までを行っていたが、これからは催告状も発送してもらう。水道料金の時効は２年間なので、２年間は催告してもらう。また、水道も滞納してくると給水停止を行うので、給水停止の予告書、給水停止書を出すときも併せて下水道料金の分も請求してもらう。
浅井委員　　　水道だけ払って、下水道だけ未納ということはあるのか。
下水道課長　　督促状まで愛知中部水道企業団で一括して納付書を出していたが、それ以後は水道と下水道の使用料は別々の請求になる。給水を止められることから水道分だけ払う人がいる。

浅井委員　　　２年の催告期限を過ぎてしまった金額は年度当たりいくらかわかるか。
下水道課長　　時効は水道は２年間だが、下水道は５年間である。時効期間が違うので年度別の金額の資料は手元にない。
浅井委員　　　平成24年９月30日までの未納者は５年間下水道課が責任を持って催告をするのか。
下水道課長　　これまで通り下水道課で対応する。

委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第31号愛知中部水道企業団規約の一部

を変更する規約について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第31号については原案のとおり可決することに決した。

議案第30号

委員長　　　　次に議案第30号市道路線の認定についてを議題とする。議案第30号について執行部の説明を求める。

土木課長　　議案第30号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第30号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
ないので、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。
最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第30号市道路線の認定について原案に

賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第30号については原案のとおり可決することに決した。

議案第８号

委員長　　　　次に議案第８号平成24年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算についてを議題とする。議案第８号について執行部の説明を求める。

環境課長　　　議案第８号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第８号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　昨今の社会状況が変わってきており、実際の墓園の需要が市民の中でどれだけあるかわからない。リサーチはやっているか。
環境課長　　　現在、アンケートを集計して需要予測や内容等整理している。平成16年度にまとめた卯塚墓園整備計画では35年間の墓地需要予測が1,600基程度となっている。
浅井委員　　　経営計画が提示されなければ判断ができない。

生活環境部長　平成16年度当時に立てた計画では画一的なものだったので、どのような墓地需要があるか、今回、大小のものから納骨堂形式のものも必要ではないかと考え、アンケートを取ってリサーチ中である。来年度700万円の整備計画で詳細に計画を立てる予定である。
浅井委員　　　12億円を投資し、その後で調査を行うのは納得できない。リサーチをした後で資金計画を立て、墓地面積等妥当であるか検討すべきである。無謀ではないか。
生活環境部長　整備については、第４次と第５次の総合計画に載っており、整備していく方針は立てられている。平成16年度に立てた計画は画一的なもので、現在そのまま使うことができないので、変更契約的なもので、現在の需要予測を行っている。

浅井委員　　　民間の霊園事業は、利益で投資分を解消している。民間でできることを行政で行うのだが、結果赤字では市民に言い訳ができない。35年間の経営計画を提示してもらわないと判断できない。
副市長　　　　前提条件として、墓地事業ができる団体は地方公共団体、宗教団体に限られ、財団法人は公益性があれば認められる。宗教法人がやるところに民間の石材店が仲介することはあるが、民間は墓地事業ができない。公益性が高いことで自治体がほとんど行っている。長久手の場合、全国でも珍しい財団法人卯塚緑地公園協会があり、長湫地区の寄附の土地によって地域を作り、区画整理組合により墓地を集団移転した形で、現在運営されている。財団法人卯塚緑地公園協会の運営の実績があるので、維持管理費については財団法人卯塚緑地公園協会がやっているように、利用者から年間3,000円を徴収して、維持管理費として利用されており、若干の黒字である。また、財団法人卯塚緑地公園協会が持っている基本財産の部分で運営している。そのような実績をベースにして墓地事業を運営していきたい。平成16年度に行った調査では1,600基程度の墓地が必要とのことだったが、現状どのような墓地形態があるか最新のデータで把握したいので調査をしている。事業のもくろみとしては財団法人卯塚緑地公園協会が行っている形態を踏襲することを予定している。いくらでどのような形態で売るのか、公益性が必要なので無縁仏や単身世帯ないしは縁者がいない人への埋葬に関する取り決めがあるので、きちんと仕組みづくりを構築していきたい。場合によっては立体型の建物の中に複数の永代供養者を入れることも考えている。公明正大にやるために、特別会計を創設して歳入がきちんと管理できるように構成していきたい。
浅井委員　　　財団法人卯塚緑地公園協会の資金管理については不明の感がある。財団法人卯塚緑地公園協会管理に委託していくことは決定なのか。
副市長　　　　現状では財団法人卯塚緑地公園協会の運営は考えていない。財団法人卯塚緑地公園協会の運営形態は事務局が環境課にあるので実態を把握している。したがって、そのような形態であれば運営形態を学習できるということで説明した。また、財団法人卯塚緑地公園協会の資金管理についてはきちんと行っている。
浅井委員　　　管理委託するまでの行程について資金回収計画を提示してもらえないか。
生活環境部長　資金回収計画については、受益者負担ということでお願いする予定であるが、何年計画で墓地を販売するか詳細に計画を立てていないので、資金回収計画は示すことはできない。
浅井委員　　　12億円投資するので、権利金等で回収するのか。
生活環境部長　受益者負担で計画を立てる予定である。

川合委員　　　12億円は市債である。市債を発行すれば利子を払わないといけない。完済までの期間と総額いくらかかるのか。
生活環境部長　何年計画で販売していくかが明確でない。また、金利の問題もある。明確な答弁はできない。
川合委員　　　今の金利で計算すればいい。

生活環境部長　試算だが、25年償還で年利３％で計算すると５億4,900万円程度である。

川合委員　　　５億4,900万円程度利子を払うことになれば、総額17億4,900万円支払うことになる。今どれだけの墓を売るのか計画がないので墓の単価も出ない。まず土地を買うことが前提となっている。墓地が足りないから墓地を供給しないといけないので、市民からどれだけの要望があるかの試算がない。試算を出してきちんと説明してもらわないといけない。
環境課長　　　アンケートでは３割以上が墓は必要であると回答している。場所は市外を希望する人が２％、残りの半数が市内を希望している。このことから移転の需要が見込まれるということで、今アンケートをまとめている最中である。

委員長　　　　いくら回収した中の３割か。
環境課長　　　今年の１月27日から２月6日に1,000人にアンケートを取り、47％回収している。その内の３割である。
川合委員　　　全体の需要はどれくらいか。
生活環境部長　アンケートの途中経過はもらっているが、詳細には出ていない。平成16年度の調査で1,600基の墓の需要予想だったが、今回の調査では、それを下回ることはなく、また、上限も3,000基はないと考えている。
川合委員　　　仮に3,000の墓の応募があった場合、この面積で対応できるのか。

生活環境部長　納骨堂的なものも含むと対応できるが、区画だけでは対応できない。
川合委員　　　納骨堂を造る費用も必要ではないか。土地だけでなく造成費用もかかる。使用者がいくら払うことになるのか。
副市長　　　　詳細な計算式はない。財団法人卯塚緑地公園協会に移転したときは20万円で販売していた。それはもともと持っていた土地なので、今回は購入するので、少なくとも購入額については販売価格に乗じてやっていきたい。また、建物の設置と運営管理については年間の維持管理費で運営していく。計画的に販売しパターンを変えた販売と適切な価格で行う。付近の自治体運営の墓地の金額と宗教法人がやっている金額とを精査している。
浅井委員　　　用地転用は可能か。また、実際に市ケ洞地区に住んでいる住民のリサーチはするのか。市ケ洞地区では保育園用地等窮屈な計画が立てられている。市ケ洞地区の様々な要望に応えることができる柔軟な計画はあるのか。
副市長　　　　墓園緑地として都市計画決定しており、市ケ洞地区の住民への告知はしている。ただ、都市計画緑地なのでそれ以外の転用はできない。我々としては墓地として活用していく。墓地を造るのは色々な制約があり、新しく造ろうとすると周辺の住民のすべての同意が必要であり、市街地の中で墓地を造るのは無理である。現状に墓地があるからできるのであって、この場所以外に墓地を造ることはありえない。ここで墓地用地を購入して市民に提供するのは従前からの計画である。
生活環境部長　１月から２月にかけて行ったアンケートについては市内全域を対象に行った。市ケ洞地区のみのアンケートは取っておらず、予定もない。
水野とみ子委員　アンケートはいつ集計が出るのか。また、若者は墓に対する考え方が変わってきている。アンケートの対象年齢と質問内容はどうか。
生活環境部長　　中間報告では、年齢については30歳以上の市民を無作為抽出した。墓の形態については、従来からの和式墓地、合葬式、納骨堂式、芝生式等の回答があった。質問内容は、墓を持っているか。持っているならどこにあるか。墓が必要か。必要ならどのようなものがいいか。墓を持つときに何を優先するか（値段、面積、近さ）等でアンケートを取った。中間報告でアンケートの期限は切ったが、まだその後もアンケートが届いている。随時業者に渡して最終集計を待っている。３月28日が契約期限となっている。
川本委員　　　土地を購入することだけで、中身は理解できない。絵が描けてないと思うがどうか。
生活環境部長　具体的な数値は、アンケートの最中で中間報告のみで需要が的確に把握できていない。土地を購入していくことは意思決定されているので、理解願いたい。
川本委員　　　12億円出して土地を購入した後、徴収した使用料で運営していくとのことだが、赤字になることはないか。
生活環境部長　予算は特別会計で行うが、当分の間利子負担は一般会計で行う。そのようなものを合算して販売価格等の計画を立てる予定である。
川合委員　　　墓地は簡単には造れないのでその土地を購入することに関して異論はないが計画が見えない。また、墓地公園として環境に馴染んだものでなくてはならなく、また、あまりにお金をかけ過ぎると利用料金が高くなってしまう。その辺の担保はしているのか。
環境課長　　　従来の形式だけでなく、家族形態やライフスタイル等に合わせて、納骨堂等を考えて多様化に対応できるようにしたい。

浅井委員　　　墓地緑地で目的が決まってしまうと他に転用ができない。緑地公園的な性格なものになるのか、墓地機能が優先するのかどうか。住民と意見交換して計画を立ててもらいたい。

生活環境部長　具体的な計画はできてない。

副市長　　　　この墓園は緑地なので、墓地ばかりを造ってはいけない。緑地面積が決まっている。緑地をなるべく外側へ配置して、外から墓が見えないような緑地形態としていきたい。

委員長　　　　予算書485ページ、卯塚墓園整備測量設計委託等700万円だが、どこまでのことをやり、随意契約なのか。卯塚墓園用地取得費12億円の妥当性はどうか。これまで卯塚の５万㎡や市ケ洞地区の土地と比べてどうか。市長が長湫南部整理組合の理事をされていたが、土地の購入に関して利害関係はないか。
生活環境部長　卯塚墓園整備測量設計委託等700万円だが、全体計画を立てる測量整備費である。契約方法だが具体化はしていないが、提案方式のプロポーザルを予定している。指名競争入札は墓の設計については馴染まない。卯塚墓園用地取得費12億円は、長湫南部整理組合の内諾を得て予算計上している。市長は、現在は長湫南部整理組合の理事を辞めており利害関係はない。
浅井委員　　　現在の卯塚墓園は誰の所有名義で今後どうなっていくか。
環境課長　　　土地は昔の区から財団法人卯塚緑地公園協会に名義変更している。今後、平成25年の年末までに、公益法人化を目指す。

浅井委員　　　長久手市に所有を寄付されることはないか。
環境課長　　　財団法人卯塚緑地公園協会でやっていくことになっている。
委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

浅井委員　　　需要予測、販売計画が立てられていない。また、現在の住民の意見が反映される機会が与えられることが明言されなかった。また、卯塚墓園の管理と併せて、墓園が墓園のまま土地を所有し、一方で長久手市は長久手市として同じ地区の中で土地を所有しながら管理の一体化を図るとの説明だったが、一貫性がなく計画性が未熟であり反対とする。

他にないか。ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第８号平成24年度長久手市卯塚墓園事

業特別会計予算についてを原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手多数である。（反対：浅井委員）よって議案第８号については原案のとおり可決することに決した。

議案第８号についての付帯決議案
委員長　　　　次に議案第８号平成24年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算についての付帯決議案を議題とする。議案第８号について提出者の説明を求める。

川合委員　　　議案第８号についての付帯決議案説明。
　　　　　　　今後卯塚墓園事業の執行、運営にあたっては、下記の事項に留意して執行すること。

記

　　　　　　１　経営・管理を行う組織・責任体制が明確にされること

　　　　　　２　料金に関する規程、使用期限に関する規程が明確であり、利用者に
十分説明が行われるものであること。
　　　　　　３　受益者負担を原則とした仕組み・運営をおこなうこと
委員長　　　　説明は終わった。これより議案第８号についての附帯決議案に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
　　　    　　ないので、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
浅井委員　　　議案第８号に対して反対討論したが、この議案が可決されこのような付帯決議案が付けられるのは妥当であるので賛成とする。

　　　　他にないか。ないので、採決を行う。議案第８号平成24年度長久手
　　　市卯塚墓園事業特別会計予算についての付帯決議案に賛成の委員の挙
　　　手を求める。
　　　　挙手全員である。よって議案第８号についての付帯決議案については
　　　可決することに決した。

　　　　　（休憩：午前11時42分～午前11時45分）
議案第19号

委員長　　　　次に議案第19号長久手市卯塚墓園事業特別会計設置に関する条例の制定についてを議題とする。議案第19号について執行部の説明を求める。

環境課長　　議案第19号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第19号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
川本委員　　　議案の概要の（背景・目的）で「卯塚墓園事業に関する経理を明確にし」とあるが、今までは、経理を明確にしていなかったのか。
環境課長　　　そのようなことはない。
　
委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

浅井委員　　　先ほど、議案第８号平成24年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算

について反対したので、議案第19号長久手市卯塚墓園事業特別会計設

置に関する条例の制定についても反対とする。
委員長　　　　他にないか。ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第19号長久手市卯塚墓園事業特別会計

設置に関する条例の制定についてを原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手多数である。（反対：浅井委員）よって議案第19号については原
案のとおり可決することに決した。
議案第28号

委員長　　　　次に議案第28号尾張東部衛生組合規約の一部を変更する規約についてを議題とする。議案第28号について執行部の説明を求める。

環境課長　　議案第28号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第28号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　議案の概要の変更の内容だが、「外国人登録法に係る規定を削ること。」とあるが、具体的な事例はあるのか。
生活環境部長　全く影響がないという言い方が適切である。今までは、外国人登録法と住民基本台帳と２つでカウントしていたのが、外国人登録法が廃止され、住民基本台帳に吸収されるといった内容である。

委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第28号尾張東部衛生組合規約の一部を

変更する規約についてを原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第28号については原案のとおり可決す

ることに決した。
議案第16号

委員長　　　　次に議案第16号長久手市印鑑条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第16号について執行部の説明を求める。

市民課長　　　議案第16号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第16号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　中国文字を日本文字に変更することによって氏名の字が変わるということだが、通称以外の事項を表しているもの等書いてある。認めるものと認められないものとの規定があるが、認められないものは通称名として適用されないということか。
市民課長　　　印鑑登録自体は住民票の氏名の文字に限定される。外国人については、今回住民票に記載することで、外国人登録法上では、中国文字、簡体文字がある。それを日本で使われている文字に変換しなければいけない。その処理をするという規定である。
浅井委員　　　議案の概要の附則についてだが、「（２）この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日において印鑑の登録を受けている外国人であって、施行日において印鑑の登録を受けることができない者に係る印鑑の登録については、施行日において職権でまっ消するものとします。この場合において、登録のまっ消については、当該者に通知するものとします。」、「（３）施行日の前日において印鑑の登録を受けている外国人であって、施行日においてもなお印鑑の登録を受けることができる者に係る氏名等の登録事項について住民票への移行に伴う変更が生じた場合は、施行日において職権で当該事項について印鑑登録原票を修正するものとします。」とあるが、具体的事例はあるか。

市民課長　　　附則についての（２）だが、今回住民票に移行できる外国人登録者は、３カ月を超える中期、長期滞在者等となっている。今のところ外国人登録法上ではそれ未満の人も登録できるので、その人が印鑑登録をされていれば、履行時に住民票ができないので、印鑑登録を廃止するという事例である。また、（３）だが、中国文字で外国人登録を受けていた人が、住民票に移行する際に、その文字を日本文字に変えることに伴い、印鑑登録の氏名も変えるということである。
委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第16号長久手市印鑑条例の一部を改正

する条例について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第16号については原案のとおり可決す

ることに決した。

議案第17号

委員長　　　　次に議案第17号長久手市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第17号について執行部の説明を求める。

市民課長　　議案第17号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第17号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
　　　　　　　ないので、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第17号長久手市使用料及び手数料条例

の一部を改正する条例についてを原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第17号については原案のとおり可決す

ることに決した。
議案第18号

委員長　　　　次に議案第18号長久手市税条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第18号について執行部の説明を求める。

税務課長　　議案第18号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第18号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　このような措置で長久手市が増収する分と県に行く分があるが、長久手市にとってどれくらい増収になるのか。
税務課長　　　退職所得にかかる個人市民税の10％減税が廃止となると、過去３年間の平均で退職所得にかかる市民税の金額が約3,900万円あまりの税収だったので、その10％の約390万円増収になる。また、個人市民税の均等割額が500円増額になると、年間約1,250万円の増収になる。また、たばこ税の税率引き上げについては、平成23年度決算見込額の本数で試算すると約3,800万円の増収が見込める。また、今回法人の実行税率の引き下げにより、法人市民税は減収になり、平成24年度予算で試算すると約5,100万円の減収になる。

副委員長　　　個人市民税の500円の値上げは、復興財源確保法からきている。県民税も500円上がるのか。

税務課長　　　県民税の値上げも、今年の２月に県議会で上程されている。

委員長    　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。
ないので、次に賛成討論を行う。
　　　　ないので、採決を行う。議案第18号長久手市税条例の一部を改正す

る条例についてを原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第18号については原案のとおり可決す

ることに決した。

　　　　　　　（説明者退席）
請願第２号
委員長　　　　次に請願第２号長久手市岩作堀越、長鶴地区農業者の利水施設の復旧と、愛知県立芸術大学新校舎建設に伴い、農業用水を減少させないことを求める意見書を愛知県知事に対して提出することを求める請願を議題とする。

請願第２号について、紹介議員の説明を求める。
浅井委員　　　請願第２号について説明。
委員長　　　　説明は終わった。これより請願第２号に対する質疑等を行う。
質疑及び意見のある委員は挙手を願う。

副委員長　　　「１．過去の芸大校舎建設工事で不通となった水路の復旧整備を速や

　　　　　　かに実施すること。」だが、愛知県立芸術大学の建設が昭和40年から始

　　　　　　まっており、今さらという感があるが理由は何か。
浅井委員　　　長鶴池の水利だが、昭和55年から56年にかけて池の改修がされた。
　　　　　　その後、水が溜まらないということで、地元地権者はあきらめていた。
　　　　　　田がある以上は水利権はあるので、現実的に長鶴池の水利が回復しない
　　　　　　と下流の農業ができないことからこのような請願が出された。

副委員長　　　水路を復旧してほしいとの要望だが、別の方法での要望はなかったか。
浅井委員　　　歴史的な経緯をみていると、堀越川の水は愛知県立芸術大学ができる

　　　　　　前から流れており、前熊地区へも流れている。しかし、現状では堀越川

　　　　　　の水は夏にはほとんど流れてこない。長鶴池の復旧はやってみないとわ

　　　　　　からないが、仮に長鶴池が１万㎡であれば雨水だけでも溜まる。今後、
　　　　　　長久手市、愛知県共に、農業者の苦境について考えてもらい、話し合い
　　　　　　の場を設けてもらうことが大事である。その入口としての請願である。
　　　　　　　他にないか。なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論
採決を行う。最初に反対討論を行う。
　　　　　　　ないので、次に賛成討論を行う。
　     　　 　ないので採決を行う。請願第２号長久手市岩作堀越、長鶴地区農業者
の利水施設の復旧と、愛知県立芸術大学新校舎建設に伴い、農業用水を
減少させないことを求める意見書を愛知県知事に対して提出することを
求める請願について原案のとおり賛成することに賛成の委員の挙手を求
める。
　挙手少数である。（反対：青山副委員長、川合委員、水野とみ子委員）よって請願第２号については不採択とすることに決した。
委員長　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りする。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思うが、異議ないか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　異議ないものと認める。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておくから、ご了承願う。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任してもらえるか。

（異議なしの声あり）

異議がないのでそのように取り計らう。以上で建設環境委員会を閉会する。

午後０時２０分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２４年３月１６日

建設環境委員会委員長　田崎あきひさ
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